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2008 年の全国調査より高校生の喫煙率は男子 8.6%、女子 4.6%であった。1996 年から 2008 年
で、常習喫煙者割合は約 2/3 まで低下した。この調査は全日制高校生のみが対象となっていた。 
 日本には働く若者に勉強の機会を与える目的で 1947 年より設立された定時制高校がある。
全高校生に対する定時制高校生の割合は増加傾向にある。米国でも Alternative high 
school(AHS)という Regular high school(RHS)とは異なる学校がある。米国・香港・ニュージ
ーランド(NZ)では RHS の生徒より、AHS の生徒の喫煙率が高いことが報告されている。2007 年






ストア(CS)に変更されただけであった。日本の CSはタバコの POSディスプレイで溢れている。 
これらより我々の研究の目的は定時制高校生徒と全国調査の全日制高校生の喫煙状況の比
較する事、及び CS の利用も含めて、定時制高校生の喫煙と関連する因子を検討した。 
 2008年 4月から 2009年 3月にかけて関西地方の定時制高校 6校の生徒(1060人在籍)に対し
て無記名自記式質問票調査を行った。697 人の回答を得た。性・年齢・喫煙経験・喫煙状況の
項目に欠損を認めた 19 人及び 19 歳以上の 138 人は解析より除外した。 
 この調査で、性・年齢・喫煙経験・喫煙状況・家族内喫煙者の有無、生活習慣、健康観を質




ッズ比(OR）、95%信頼区間(95%CI）、p 値は Logistic 回帰分析を用いた。 
 対象者の平均年齢は 16.3±1.0歳であり、男性 314人(58.1%)、女性 226人(41.9%)であった。
男女の喫煙経験率・喫煙率に有意差を認めなかった。全日制高校生に比較し、定時制高校生の
喫煙経験率・喫煙率は非常に高値を示した。 




正の量反応関係を認めた(毎日行く, OR=12.5; 時々行く, OR=3.63; p for trend<0.01)。 男
性においては朝食の欠食が喫煙と関連を認め(OR=2.05)、勉強をする者は非喫煙傾向を認めた





示した。米国での 1997 年の調査では AHS の喫煙経験率は 92％で、RHS は 70.2%であった。香









るかもしれない。喫煙と CS 利用の間には量反応関係を認めた。CS ではカウンターの前後にタ
バコ広告を置いている。このタバコ広告が若者の喫煙開始に影響がある事は報告されている。 
 本研究は横断研究であるため、因果関係を特定することは困難であった。その為、喫煙者が
タバコを購入するために CS を利用しているのか、頻回な CS 利用が喫煙を誘導しているのかは
わからなかった。また、SES に関する質問、喫煙動機、喫煙開始年齢等は質問紙に加えていな
かった。これは質問紙の内容を定時制高校生の特性に合わせて作成した為である。本研究は学
校において調査を行ったため、喫煙率を過小評価している可能性がある。 
 
